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岩木川では昭和３３年に低気圧と台風の影響により７月下旬、８月中旬、９月上

旬、中旬、下旬と連続５回の大洪水が発生し、甚大な被害が発生しました。７月に

台風１１号が過ぎた後、１９日から再び停滞前線が活動しはじめ、岩木川水系の平

川、浅瀬石川、十川の流域を中心に降雨に見舞われました。８月には、日本海の北

東から南西に伸びていた前線が停滞し、各所とも短時間に記録的な降雨となりまし

た。特に岩木川上流の四兵衛森（弘前市大字常盤野）方面では１２日午前１時から

５時までのわずか４時間で１５０㍉という局地的な豪雨となり、流域河川は急激に

増水したため決壊や氾濫が発生しました。 

また、９月５日朝方から７日にかけて低気圧の影響により豪雨に見舞われ、続く

１７日には台風２１号が接近し再び降雨に、１８日には県内各河川で氾濫が起こり

はじめました。特に被害の大きかったのは青森市、弘前市、八戸市ほか８市町村で、

この地区には「災害救助法」が発動され、知事の要請で自衛隊が出動するほどでし

た。更に台風２２号の接近に伴い、収穫期を控えたリンゴの落果、交通機関の大混

乱など、各方面にわたり大災害となりました。 

５度にわたる水害の被害額は総額１００億円を超え、被害の甚大さが伺えます。

当事務所では、昭和３３年の洪水から５０年になることから、この史実を風化させ

ず日頃から水害へ備えようと、様々な啓蒙活動を行っています。 

その一つが「祝・岩木川の日」で、当事務所

ではパネル展示などでお手伝いさせていただ

きました。「祝・岩木川の日」（主催／「祝・岩

木川の日」実行委員会）は、大正１０年９月１

５日に岩木川改修起工式が執り行われ、洪水に

苦しんできた人々が苦難から解放された喜び

と、その後の流域町村の繁栄を願った記念すべ

き日を後世に語り継いでくことを目的に平成

１１年から開催され、今年で１０回目となりま

した。今年は連休中日の９月１４日(日)、天候

にも恵まれ、たくさんの方に参加していただき

ました。今後も、様々な機会を通じて昭和３３年洪水写真パネルを中心に展示を行

う予定です。 

詳細はホームページ をご覧ください。 

 

 

青森河川国道事務所ＨＰ http://www.thr.mlit.go.jp/aomori/

第 10 回「祝・岩木川の日」でのパネル展示
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